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星和台・鳴子防コミは、平成15年に防災
マップを作製しましたが、この度、改訂して
新しく地域安全マップを作りました。
●災害想定（地震と大雨）の採用
私たちの地区は、神戸市北区に位置し、
山を削って造成されたアップダウンのきつい
ニュータウンですので、予想される災害を「地
震」と「大雨」に絞りました。
阪神・淡路大震災時にトイレの水、通信
手段、飲料水や食料の買い出しに困ったこ
とから、防火水槽、プール、公衆電話、食
料品店の情報を盛り込みました。また、大
雨時に坂道を雨水が流れ下り、子どもが側
溝に流された過去の苦い経験から、注意を
要する側溝及び道路の下の隠れた雨水幹
線を登載しました。
そして、これに地域内の交通事故の危険
個所を加えました。
●子ども目線の採用
子どもの安全確保は、地域活動の重要な
課題であることから、子ども目線を取り入れた
マップ作りを目指しました。そこで、漫然とま
ち歩きをしても、危険個所を見つけることが
できないので、子どもたちに協力してもらいま
した。
（1）平成23年1月「星和台鳴子安全安心の

つどい（防災訓練）」の中で、地域を4分
割したマップへ、子どもたちに怖い思いを

した場所と内容を書き込んでもらいました。
（2）同年8月、小学校PTA主催の行事「家

族でサマー☆ナイト」の中で、地域を9ブ
ロックに分けて子どもたちとともにまち歩
きをした後、子どもたちにブロックごとの
安全マップを作ってもらいました（下記写
真）。
新しい地域安全マップはこれらのマップを

ベースにしたものです。
●表彰
子どもたちの作製した9ブロックの街区安
全マップを社団法人日本損害保険協会「防
災探検隊マップコンクール」に応募したとこ
ろ、「ぼうさい探検隊チャレンジ賞」を受賞し
ました。また、この活動が北区青少年育成
協議会に認められ、子どもたちに「青少年を
地域で讃える賞」が与えられました。
地域安全マップの作製に当たり、京都大
学防災研究所矢守克也教授、神戸市危機
管理室の職員及び、神戸北警察署員の皆
さんほか、多くの方々にご指導、ご協力を賜
りました。最後になりましたが、この誌面を借
りて、厚くお礼を申しあげます。

５月１３日、神戸市消防団員４,０００人の
代表として、８月５日に開催される兵庫県消
防操法大会に出場するため、押部谷支団
出場選手の発隊式がおこなわれました。2
チーム10人の出場選手たちは、昨年9月に
おこなわれた訓練開始式後、昼間は各々の
仕事に就き、夜は20時から22時まで疲れた
体にムチ打ちながら消防職員指導の下、訓
練を続けてきました。
時にはプレッシャーに押し潰されそうな日も

ありました。今年の冬は寒い日が多く、ホー
スの延長や吸管の結合も手がかじかんでまま
ならず、上達が遅れて歯がゆい思いで訓練
を終える日もありました。年末年始特別警戒
の警備やパトロールなど、通常の消防団活
動も怠ることなく実施しなくてはならず、長く
苦しい時期でした。
そのような辛い日々も中村支団長の強い

リーダーシップと、岡野・財田両チームの指
揮者が中心となりコミュニケーションを重ねる
ことで、ひとつにまとまることができ、他の支
団からの支援団員に勇気づけられながら、こ
の度、発隊式を迎えることになりました。
発隊式は、嶋消防局長、中島西区長な

ど大勢の来賓の皆さまに出席をいただき、ま
た西消防団の北井消防団長をはじめ、各消
防団長・支団長などが見守る中、西区木見

中央公園において盛大におこなわれました。
地元押部谷中学校吹奏楽部の演奏に合

わせて選手入場、森岡副支団長の発隊報
告、選手・指導員の紹介の後、選手を代
表して岡野選手が誓いの言葉を発表しまし
た。続いて、各来賓の方々より心温まる激
励や挨拶、応援の言葉をいただき、感謝の
気持ちでいっぱいになりました。最後の各
チームによるポンプ操法には、会場に参加
いただいた皆さまから温かい拍手をいただきま
した。
８月５日の大会当日に向かって、訓練はま
すます厳しさが増してきます。指導職員や支
援団員、ご協力いただいた地域の皆さまや
家族のためにも、しっかりと訓練し、ますます
精度を高め、大会当日はその成果を発揮で
きるよう努力していきたいと思います。
（西消防団　押部谷支団　中西秀暢）

兵庫県消防操法大会に向けて 待望の地域安全マップが完成
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